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お正月に達磨を買って、片方の目(通常は左目)に墨で阿(あ)と書き入れ、願い事が叶ったら反対

側の目に吽(うん)という文字を書き入れることを習慣としているご家庭も多いのではないかと思い

ます。

「阿吽（あうん）」が揃うと、達磨に魂が宿るとされ、達磨に目入れをする儀式は仏教用語で

「開眼（かいげん）」と呼ばれます。我々眼科の世界でも、読み方は異なりますが、「開眼」と

いう言葉が使われることがあります。

白内障や眼瞼下垂症などの病気で視力が落ち込んでいた方に対し、水晶体吸引＋人工眼内レン

ズ挿入、まぶたの筋肉を短縮するなどの方法で、見え方を取り戻すことを目的に行われる手術を

「開眼（かいがん）手術」と呼ぶことがあります。

白内障がかなり進んでいるのに、「怖い」と言っている患者さんをよく見かけます。新しい年

が始まりますので、心機一転、「開眼（かいがん）手術」を受けて「開眼（かいげん）」してみ

てはいかがでしょうか。



新春 書き初め展
一年の始まりということで、自由に一筆書いてみました。ど

の書もとってもウマ～く書けていますね!
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